
 

渡
辺
正
氏
の
資
料
に
含
ま
れ
る
『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
金
窪
敏
知
氏
が
そ
の
大
略
に
つ
い
て
発
表
し
て
お
ら
れ
る
（
１
）
の
で
、
こ
こ
で

は
こ
の
調
査
研
究
会
の
も
っ
て
い
る
性
格
を
、
戦
争
あ
る
い
は
軍
事
と
地
理
学
者
と

の
関
係
、
欧
米
に
お
け
る
戦
争
や
軍
事
と
調
査
機
関
と
の
比
較
、
さ
ら
に
こ
の
『
兵

要
地
理
調
査
研
究
会
』
の
成
り
立
ち
、
ま
た
戦
時
下
で
の
京
都
の
地
政
学
グ
ル
―
プ

と
の
係
わ
り
な
ど
、そ
の
背
景
と
な
る
部
分
を
説
明
し
、解
題
に
か
え
た
い
と
思
う
。 

  
一
． 

『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
に
つ
い
て 

１ 
は
じ
め
に 

―
戦
争
と
地
理
学
者
― 

久
武
哲
也 

 

戦
争
あ
る
い
は
戦
時
下
に
あ
っ
て
地
理
学
者
が
軍
事
的
戦
略
を
め
ぐ
る
調
査
に
係

わ
り
な
が
ら
影
響
を
与
え
た
り
、
あ
る
い
は
通
常
時
に
あ
っ
て
軍
事
的
情
報
の
収
集

に
従
事
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
、
十
九
世
紀
初
期
に
大
学
に
最
初
の
地
理
学
講
座
が

設
け
ら
れ
て
以
降
、
古
く
か
ら
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
世
界
で
初
め
て
の
地
理
学

講
座
を
一
八
二
〇
年
に
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
設
立
し
た
リ
ッ
タ
ー
（Carl 

Ritter, 

一
七
七
九
―
一
八
五
九
）
は
、
最
初
か
ら
ベ
ル
リ
ン
大
学
と
陸
軍
士
官
学
校
・

陸
軍
大
学
の
教
授
を
兼
務
し
、
そ
の
教
育
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
陸
軍
の
戦
略
構
想
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
当
時
の
陸
軍
大
臣
ロ
ー
ン
を
は
じ
め
、
ミ
ュ
ツ
フ
リ
ン
グ
、

リ
ュ
ー
レ
・
フ
ォ
ン
・
リ
リ
エ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
な
ど
の
有
力
な
陸
軍
将
校
は
彼
の
直

接
の
教
え
子
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ン
も
モ
ル
ト
ケ
も
、
さ
ら
に
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ

（K
arl von Clausew

itz, 

一
七
八
〇
―
一
八
三
一
）
も
ビ
ス
マ
ル
ク
を
助
け
な
が
ら

ド
イ
ツ
建
国
に
大
き
く
貢
献
し
、
ま
た
陸
軍
お
よ
び
参
謀
本
部
を
創
設
し
た
人
々
で

あ
る
が
、
と
く
に
『
モ
ル
ト
ケ
全
集
』
の
中
に
み
ら
れ
る
欧
州
各
地
の
戦
略
調
査
と

そ
こ
か
ら
あ
み
出
さ
れ
た
交
通
論
を
中
心
と
す
る
戦
略
構
想
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
の
遺
著
『
戦
争
論
』（Vom

 K
riege

）（
一
八
三
三
年
）
と
と
も
に
、
後
の
ド
イ
ツ

に
お
け
る
交
通
体
系
の
整
備
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
し
、
ま
た
そ

こ
に
は
リ
ッ
タ
ー
の
地
理
学
の
構
想
が
深
く
係
わ
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
（
２
）。 

 

バ
ン
ゼ
の
一
九
三
二
年
の
著
作
（『
世
界
大
戦
に
お
け
る
領
土
と
国
民
』）
は
、
ド
イ

ツ
の
防
衛
地
理
学
の
典
型
的
な
事
例
と
し
て
、
刊
行
後
直
ち
に
英
訳
（『
ド
イ
ツ
は
戦

 

こ
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
地
理
学
と
軍
事
と
の
結
び
つ
き
は
、
当
初
、
軍
事
地
理
学

（M
ilitärgeographie

）
と
呼
ば
れ
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
そ
の
後
の
ヴ
ェ
ル

サ
イ
ユ
体
制
の
確
立
以
降
ナ
チ
ス
の
時
代
に
至
る
頃
に
は
、
防
衛
地
理
学

（W
ehrgeographie

）
あ
る
い
は
防
衛
地
政
学
（W

ehrgeopolitik

）
と
い
う
名
称

で
呼
ば
れ
、
政
治
地
理
学
と
軍
事
地
理
学
を
結
合
し
た
ド
イ
ツ
地
理
学
に
お
け
る
独

自
の
分
野
を
形
成
し
て
い
く
。
防
衛
地
理
学
の
場
合
、
戦
争
に
焦
点
を
あ
て
た
政
治

地
理
学
と
い
う
概
念
規
定
も
行
わ
れ
る
（
３
）。
こ
う
し
た
防
衛
地
理
学
の
構
想
を
め

ぐ
る
典
型
的
な
著
作
が
バ
ン
ゼ
（Ew

ald Banse, 

一
八
八
三
―
一
九
五
三
）
に
よ
る

『
世
界
大
戦
に
お
け
る
領
土
と
国
民
』（
一
九
三
二
年
）（
４
）
で
あ
り
、
そ
れ
を
ナ
チ

ス
が
拡
大
し
て
い
っ
た
の
が
『
地
政
学
作
業
委
員
会
』（Arbeitsgem

einschaft für 

G
eopolitik = AfG

）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ナ
チ
ス
の
党
の
部
局
と
軍
人
層
を
含
ん
だ

国
防
構
想
に
係
わ
る
組
織
で
あ
り
、
ま
た
大
衆
宣
伝
運
動
も
担
っ
て
い
た
。
創
立
当

時
（
一
九
三
二
年
）、
地
理
学
者
や
軍
人
も
含
め
、
五
〇
〇
人
以
上
の
メ
ン
バ
ー
が
名

を
連
ね
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
三
七
年
以
降
は
Ｎ
Ｓ
Ｌ
Ｂ
（
国
家
社
会
主
義
教
員
連
合
）

の
ロ
ビ
ー
活
動
も
行
う
団
体
と
な
っ
て
教
育
の
分
野
に
も
深
く
浸
透
し
て
い
っ
た

（
５
）。 
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こ
う
し
た
軍
事
と
地
理
学
（
者
）
と
の
結
び
つ
き
は
、
ド
イ
ツ
で
は
と
く
に
ヴ
ェ

ル
サ
イ
ユ
体
制
以
後
、
急
速
に
強
化
さ
れ
て
い
く
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
も
こ
う

し
た
傾
向
は
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
、
顕
著
に
現
れ
て
く
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に

お
け
る
地
理
学
者
を
統
合
し
た
軍
事
戦
略
構
想
に
向
け
て
の
最
初
の
組
織
は
、
ア
メ

リ
カ
が
第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
た
後
の
一
九
一
七
年
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｈ
・
ハ
ウ
ス
大
佐
の
指
揮
下
で
組
織
化

さ
れ
た
『
調
査
委
員
会
』（The Inquiry
）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
ジ
・
イ
ン
ク
ア
イ

ア
リ
ー
」
は
調
査
委
員
会
の
暗
号
名
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
多
い
時
で
地
理
学
者
を
含

め
、
一
二
六
名
の
専
門
家
が
参
集
し
た
。
日
常
業
務
は
地
理
学
者
ボ
ー
マ
ン
（Isaiah 

Bow
m

an, 

一
八
七
八
―
一
九
五
〇
）
が
指
揮
を
と
り
、
こ
の
『
調
査
委
員
会
』
の
事

務
局
は
当
時
ボ
ー
マ
ン
が
会
長
を
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
地
理
学
協
会
（Am

erican 

G
eographical Society

）
の
中
に
ひ
そ
か
に
お
か
れ
て
い
た
（
７
）。 

争
に
備
え
る
』、
一
九
三
四
年
）（
６
）
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ド
イ
ツ
戦

略
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。 

 

こ
の
『
調
査
委
員
会
』
は
当
初
十
二
の
部
門
に
分
か
れ
、
戦
争
地
域
や
平
和
会
議

な
ど
で
問
題
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
地
域
あ
る
い
は
事
項
を
中
心
と
し
て
、
各
部
門

が
協
力
し
て
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
る
体
制
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
委
員
会
の
報
告

書
は
数
千
点
に
及
び
、
そ
の
中
に
は
ア
メ
リ
カ
地
理
学
協
会
が
臨
時
に
刊
行
し
て
い

く
特
別
号
の
著
作
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
日
常
業
務
の
部
門

は
『
外
交
評
議
会
』（Council on Foreign Relations

）
の
よ
う
な
外
交
問
題
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
軍
事
戦
略
の
構
想
に
お
い
て
も
、
こ
の

調
査
委
員
会
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
（
ア
メ
リ
カ
戦
略
事
務
局
）
と
の
密
接
な
係
わ
り
を
も
っ
て
い

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
下
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
地
理
学
者
の
多
く
が
「
戦
時
業
務
」

（W
artim

e Service

）
に
従
事
す
る
が
、
そ
の
一
部
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
も
係
わ
り
、「
米

軍
の
対
日
本
土
侵
攻
作
戦
計
画
」（
い
わ
ゆ
る
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ル
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
コ

ロ
ネ
ッ
ト
作
戦
）（
８
）
の
予
備
段
階
に
お
け
る
日
本
の
沿
岸
調
査
を
担
う
こ
と
に
な

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
地
理
学
協
会
（
Ａ
Ｇ
Ｓ
）
の
地
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
現
在
、
ウ
ィ

ス
コ
ン
シ
ン
大
学
（
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
校
）
の
ゴ
ル
ダ
・
メ
ア
（G

olda M
eir

）
図

書
館
に
移
管
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
厖
大
な
日
本
の
外
邦
図
も
含
め
、
多
く
の
報

告
書
、
さ
ら
に
パ
リ
講
和
会
議
の
際
に
作
成
し
た
一
一
五
〇
種
に
の
ぼ
る
地
図
類
、

さ
ら
に
朝
鮮
戦
争
の
実
戦
（
野
戦
）
で
使
用
さ
れ
た
数
多
く
の
地
形
図
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
『
調
査
委
員
会
』
と
Ａ
Ｇ
Ｓ
と
の
深
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
（
９
）。 

 

こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
『
調
査
委
員
会
』、
英
国
に
お
け
る
『
参
謀
本
部

地
理
課
』（G

eographical Section of the G
eneral Staff = G

SG
S

）
の
活
動
、
さ

 

こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
『
調
査
委
員
会
』
に
相
当
す
る
も
の
が
、
英
国
や

フ
ラ
ン
ス
、
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
に
も
第
一
次
世
界
大
戦
（
パ
リ
講
和
会
議
）
後
に

設
置
さ
れ
て
、
地
理
学
会
が
日
常
業
務
を
ひ
そ
か
に
引
き
受
け
な
が
ら
、
戦
時
下
に

あ
っ
て
は
軍
の
戦
略
構
想
に
参
画
す
る
体
制
が
強
化
さ
れ
、
軍
事
と
地
理
学
者
の
結

び
つ
き
は
急
速
に
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
局
面
に
焦
点
を
あ
て
た
ヘ
ッ
フ

ァ
ー
ナ
ン
（M

. H
effernan

）
ら
の
地
理
学
者
に
よ
る
最
近
の
研
究
は
、
欧
米
に
お

け
る
地
理
学
会
の
担
っ
た
軍
事
的
役
割
に
も
光
を
あ
て
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
る

（
10
）。 

  

２ 

『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
の
成
立
と
背
景 
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ら
に
フ
ラ
ン
ス
の
『
パ
リ
地
理
学
協
会
』（Société de G

éographie de Paris = 

SG
P

）
と
軍
事
と
の
係
わ
り
（
11
）、
あ
る
い
は
一
九
三
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
に
お
け

る
『
地
政
学
作
業
委
員
会
』（
Ａ
ｆ
Ｇ
）
の
役
割
と
比
較
し
た
時
に
み
え
て
く
る
『
兵

要
地
理
調
査
研
究
会
』の
特
徴
を
、そ
の
成
立
過
程
を
追
い
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。 

 

渡
辺
正
氏
の
資
料
の
中
に
、
参
考
資
料
「
第
二
回
委
員
会
ノ
開
催
」
と
し
て
収
録

さ
れ
た
外
務
省
の
便
箋
に
印
字
さ
れ
て
い
る
「
中
国
調
査
会
」
の
設
立
に
係
わ
る
史

料
が
あ
る
（
資
料
六
―
一
）。
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
二
月
十
五
日
、
丸
の
内

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
委
員
会
の
開
催
通
知
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
中
国
調
査

会
」
の
委
員
名
簿
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
地
理
」（
多
田
文
男
（
○
）［
一
九
〇
〇
―
一

九
七
八
］、
渡
辺
光
［
一
九
〇
四
―
一
九
八
四
］）、「
歴
史
」（
矢
野
仁
一
［
一
八
七
二
―

一
九
七
〇
］、
羽
田
亨
［
一
八
八
二
―
一
九
五
五
］、
和
田
清
［
一
八
九
〇
―
一
九
六
三
］、

野
原
四
郎
［
一
九
〇
三
―
一
九
八
一
］）、「
社
会
」（
根
岸
佶
［
一
八
七
四
―
一
九
七
一
］、

平
野
義
太
郎
［
一
八
九
七
―
一
九
八
〇
］）、「
思
想
」（
高
坂
正
顕
（
○
）［
一
九
〇
〇
―

一
九
六
九
］、
上
田
辰
之
助
（
○
））、「
政
治
」（
平
野
義
太
郎
、
波
田
野
乾
一
）、「
法
制
」

（
戒
能
通
孝
（
○
）［
一
九
〇
八
―
一
九
七
五
］）、「
経
済
」（
根
岸
佶
、
高
橋
正
雄
［
一

九
〇
一
―
一
九
九
五
］）、「
文
化
」（
吉
川
幸
次
郎
（
○
）［
一
九
〇
四
―
一
九
八
〇
］、
増

田
渉
［
一
九
〇
三
―
一
九
七
七
］）、「
外
交
」（
柳
川
彦
松
、
田
村
幸
策
（
○
））、「
軍
事
」

（
田
中
敬
二
（
○
））（
計
十
八
名
）
と
あ
り
、
渡
辺
正
氏
（
○
）
の
名
前
が
「
軍
事
」

の
項
目
に
鉛
筆
で
追
加
さ
れ
て
い
る
。（
○
）
印
が
第
一
回
委
員
会
（
十
二
月
六
日
）

以
後
新
し
く
追
加
さ
れ
た
委
員
名
で
あ
る
。
こ
の
追
加
委
員
を
除
く
と
、
こ
の
「
中

国
調
査
会
」
は
、「
歴
史
」、「
社
会
」、「
政
治
」、
と
く
に
二
つ
の
部
門
に
名
を
連
ね

て
い
る
平
野
義
太
郎
、
根
岸
佶
を
中
心
と
す
る
調
査
会
（
恐
ら
く
太
平
洋
協
会
や
太
平

洋
協
会
学
術
委
員
会
と
の
繋
が
り
を
も
つ
）
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
戦
局
の
逼
迫

状
況
か
ら
「
地
理
」、「
思
想
」、「
軍
事
」
の
部
門
が
追
加
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

渡
辺
正
氏
も
北
支
・
蒙
彊
と
深
い
係
わ
り
が
あ
っ
た
。
本
書
の
「
あ
と
が
き
」
で

 

渡
辺
正
氏
が
多
田
文
男
に
、
こ
の
『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
の
組
織
化
を
直
接

に
電
話
で
依
頼
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
二
月
か
ら
昭
和
二
十
（
一

九
四
五
）
年
一
月
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
（
12
）
。
こ
の
「
中
国
調
査

会
」
に
多
田
文
男
を
推
薦
し
た
の
は
、
渡
辺
光
で
あ
り
、
多
田
の
長
年
に
わ
た
る
中

国
北
部
、
満
蒙
で
の
調
査
経
験
を
見
込
ん
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
渡
辺
正
氏
と
多
田

文
男
は
旧
知
の
仲
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
陸
軍
士
官
学
校
や
文
部
省
（
図
書
監
修
官
）

時
代
の
渡
辺
光
と
も
知
己
で
あ
っ
た
。
と
く
に
多
田
文
男
は
満
州
事
変
（
一
九
三
一

年
）
以
後
の
満
蒙
の
占
領
地
の
学
術
調
査
の
殆
ど
す
べ
て
に
参
加
し
て
い
た
（
13
）。

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
の
『
熱
河
調
査
』（
第
一
次
満
蒙
調
査
団
）、
昭
和
十
三
（
一

九
三
八
）
年
の
京
城
帝
大
を
中
心
と
す
る
『
蒙
彊
学
術
調
査
』、
昭
和
十
四
（
一
九
三

九
）
年
の
東
亜
研
究
所
を
中
心
と
す
る
『
北
支
蒙
彊
黄
土
調
査
』（
多
田
文
男
・
上
田

信
三
・
保
柳
睦
美
［
一
九
〇
五
―
一
九
八
七
］・
矢
澤
大
二
［
一
九
一
三
―
一
九
九
四
］

ら
参
加
）、
そ
し
て
昭
和
十
五
・
十
六
（
一
九
四
〇
・
一
九
四
一
）
年
の
興
亜
院
を
中

心
と
す
る
『
内
蒙
古
渾
善
達
克
沙
漠
調
査
』（
多
田
文
男
・
保
柳
睦
美
ら
参
加
）、
さ
ら

に
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
の
資
源
科
学
諸
学
会
聯
盟
（
後
の
資
源
科
学
研
究
所
の

母
体
）
や
興
亜
院
、
そ
し
て
北
支
派
遣
軍
を
中
心
と
す
る
『
山
西
省
学
術
調
査
』（
多

田
文
男
・
花
井
重
次
・
渡
辺
光
・
吉
村
信
吉
［
一
九
〇
七
―
一
九
四
七
］・
木
内
信
蔵
［
一

九
一
〇
―
一
九
九
三
］・
新
井
浩
・
浅
井
辰
郎
ら
が
参
加
）
な
ど
で
あ
る
。
と
く
に
『
山

西
省
学
術
調
査
』
の
目
的
は
兵
要
地
誌
的
調
査
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
浅
井

辰
郎
氏
の
証
言
に
よ
る
と
こ
の
調
査
に
要
し
た
費
用
の
す
べ
て
が
北
支
派
遣
軍
か
ら

供
与
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
14
）。 
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金
窪
敏
知
氏
が
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
渡
辺
正
氏
は
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）

年
に
陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
当
時
北
満
州
の
孫
呉
に
原
隊
の
駐
在
し
た
歩

兵
第
一
聯
隊
に
あ
っ
て
初
年
兵
教
育
に
従
事
し
、
折
か
ら
の
日
華
事
変
の
勃
発
に
際

し
て
北
支
戦
線
に
出
動
、
張
家
口
の
攻
略
に
参
加
し
、
そ
し
て
そ
の
後
、
昭
和
十
四

（
一
九
三
九
）
年
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
で
は
中
隊
長
と
し
て
出
動
し
て
い
る
。
そ
の

後
い
っ
た
ん
陸
軍
予
科
士
官
学
校
区
隊
長
と
し
て
東
京
に
在
勤
（
昭
和
十
六
年
～
十

八
年
）
し
た
後
、
再
び
北
支
那
方
面
軍
参
謀
部
に
転
出
し
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）

年
に
陸
軍
大
学
に
入
学
す
る
ま
で
そ
こ
に
留
ま
っ
て
い
る
。
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）

年
に
陸
軍
大
学
を
卒
業
す
る
と
渡
辺
正
氏
は
参
謀
本
部
参
謀
・
大
本
営
参
謀
（
第
二

部
情
報
担
当
）
と
な
る
。
そ
し
て
、
参
謀
本
部
第
二
部
長
有
末
精
三
中
将
は
そ
れ
以

前
、
北
支
那
方
面
軍
参
謀
副
長
で
あ
り
、
渡
辺
正
氏
と
の
関
係
も
深
か
っ
た
。
多
田

と
と
も
に
「
中
国
調
査
会
」
に
参
画
す
る
経
験
と
背
景
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
渡
辺
正
氏
に
よ
る
と
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
の
『
蒙
彊
学
術
調
査
』
に

も
北
支
那
派
遣
軍
が
加
わ
り
、
ま
た
参
謀
本
部
第
二
部
情
報
四
班
も
中
国
各
省
の
兵

要
地
誌
に
関
す
る
三
〇
〇
冊
程
の
史
資
料
を
収
集
す
る
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
っ
た

と
い
う
（
15
）。 

 

『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
の
委
員
の
一
人
で
も
あ
っ
た
佐
藤
久
氏
（
東
京
大
学

名
誉
教
授
）
に
よ
る
と
、
東
京
帝
国
大
学
と
東
京
文
理
科
大
学
の
両
地
理
学
教
室
の

出
身
者
が
こ
の
『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
と
し
て
統
合
・
組
織
化
さ
れ
て
、
役
割

分
担
を
し
て
い
く
過
程
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）

年
二
月
中
～
下
旬
の
頃
に
参
謀
本
部
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
辻
村
太
郎
［
一
八
九
〇
―

一
九
八
三
］
と
田
中
啓
爾
［
一
八
八
五
―
一
九
七
五
］
の
講
演
会
で
あ
っ
た
。
佐
藤
氏

は
、
こ
の
「
地
理
学
元
老
の
講
演
会
」
が
実
質
的
に
『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
が

発
足
す
る
契
機
と
な
っ
た
と
推
測
し
、
ま
た
、
こ
の
講
演
会
を
お
膳
だ
て
し
た
の
が

「
中
国
調
査
会
」
の
委
員
で
あ
っ
た
渡
辺
光
と
多
田
文
男
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。講
演
当
日
の
記
録
係
で
あ
っ
た
佐
藤
久
氏
は
、こ
の
日
の
講
演
題
目
が
、

田
中
啓
爾
の
場
合
、「
峠
道
の
軍
事
的
意
味
づ
け
」
に
係
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
ま

た
辻
村
太
郎
に
つ
い
て
は
、「
飛
行
場
立
地
と
地
形
」
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
証

言
し
て
い
る
（
16
）。
渡
辺
正
氏
の
記
憶
で
は
、
こ
の
講
演
会
に
は
地
理
学
者
（
佐

藤
氏
に
よ
れ
ば
、
講
演
者
に
加
え
て
、
文
理
大
の
町
田
貞
氏
ほ
か
一
名
と
佐
藤
氏
が
含
ま

れ
る
）
や
軍
人
、
参
謀
本
部
第
二
部
の
課
員
ら
が
約
三
十
名
程
参
集
し
た
と
の
事
で

あ
る
。
渡
辺
正
氏
は
、
こ
の
講
演
会
以
前
の
段
階
で
は
直
接
に
田
中
啓
爾
に
つ
い
て

は
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
辻
村
太
郎
を
中
心
と
す
る
東
京
帝
国
大

学
の
地
理
学
教
室
と
田
中
啓
爾
を
中
心
と
す
る
東
京
文
理
科
大
学
・
東
京
高
等
師
範

学
校
の
地
理
学
教
室
ス
タ
ッ
フ
や
学
生
ら
が
、
こ
の
『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
に

糾
合
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
多
田
文
男
―
渡
辺
光
の
ラ
イ
ン
で
の
地

理
学
元
老
の
講
演
会
の
開
催
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

こ
う
し
た
発
足
ま
で
の
経
緯
か
ら
み
る
限
り
、
こ
の
『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』

の
性
格
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
「
調
査
委
員
会
」
の
場
合
よ
り
も
、
英
国
の
「
参

謀
本
部
地
理
課
」
が
ア
フ
リ
カ
や
イ
ン
ド
で
の
経
験
豊
か
な
地
理
学
者
や
各
分
野
の

 

な
お
当
時
、
東
京
帝
国
大
学
の
地
理
学
教
室
に
は
、
辻
村
太
郎
教
授
以
下
、
ほ
ぼ

全
教
官
と
院
生
・
学
生
が
一
堂
に
会
す
る
ゼ
ミ
（
月
曜
日
午
後
）
と
、「
シ
ュ
プ
レ
ッ

ヒ
ア
ー
ベ
ン
ト
」
と
称
す
る
曜
日
・
日
時
不
定
の
談
話
会
（
原
則
土
曜
日
午
後
）
が
あ

っ
た
が
、
後
者
の
会
合
は
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
か
ら
は
辻
村
太
郎
の
談
話
を

中
心
と
す
る
『
戦
争
地
理
学
ゼ
ミ
』
と
も
い
う
べ
き
性
格
の
も
の
に
変
っ
て
開
催
さ

れ
た
と
い
う
（
17
）。 
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昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
の
米
英
連
合
艦
隊
の
ソ
ロ
モ
ン
群
島
、
と
く
に
ガ
ダ

ル
カ
ナ
ル
島
反
攻
以
降
、
日
本
の
西
太
平
洋
に
お
け
る
戦
局
は
悪
化
し
、
昭
和
十
八

（
一
九
四
三
）
年
九
月
末
の
「
絶
対
国
防
圏
」
の
策
定
以
降
、
日
本
に
お
け
る
地
理

学
者
と
軍
事
と
の
係
わ
り
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
防
衛
地
理
学
」

（W
ehrgeographie

）
が
一
九
三
〇
年
代
の
後
半
期
に
担
っ
た
役
割
と
類
似
し
た
状

況
に
な
っ
て
い
た
。
南
太
平
洋
海
域
に
お
け
る
調
査
や
報
告
書
の
作
成
に
地
理
学
者

が
係
わ
っ
て
い
く
の
も
太
平
洋
協
会
学
術
委
員
会
が
結
成
さ
れ
る
昭
和
一
七
（
一
九

四
二
）
年
八
月
頃
か
ら
で
あ
り
、
平
野
義
太
郎
の
指
揮
下
、
太
平
洋
協
会
学
術
委
員

会
（
あ
る
い
は
太
平
洋
協
会
）
の
仕
事
と
し
て
、『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
の
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
っ
た
辻
村
太
郎
、
渡
辺
光
、
村
松
繁
樹
［
一
九
〇
五
―
一
九
九
〇
］
ら
が
、

吉
村
信
吉
ら
と
と
も
に
『
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
と
そ
の
附
近
』（
太
平
洋
全
集
第
十
二
巻
、

昭
和
十
八
年
、
五
七
四
頁
）
や
『
太
平
洋
の
海
洋
と
陸
水
』（
昭
和
十
八
年
、
八
八
四
頁
）、

『
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
・
そ
の
周
辺
』（
昭
和
十
九
年
、
四
八
七
頁
）
な
ど
の
著
作
の

編
集
や
執
筆
に
従
事
し
て
い
く
。 

専
門
家
を
統
合
し
て
組
織
化
し
た
各
種
の
調
査
委
員
会
や
英
国
王
立
地
理
学
協
会
と

の
関
係
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
18
）。 

  
３ 
『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
の
組
織
と
背
景 

 

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
一
月
以
降
の
サ
イ
パ
ン
基
地
か
ら
の
Ｂ
29
の
本
土

爆
撃
開
始
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
一
月
の
米
軍
の
ル
ソ
ン
島
上
陸
を
契
機
に
、

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
一
月
二
十
日
の
大
本
営
の
本
土
作
戦
に
関
す
る
作
戦
大

綱
が
決
定
さ
れ
、
同
年
三
月
か
ら
は
東
京
の
空
襲
も
始
ま
る
。
こ
の
『
兵
要
地
理
調

査
研
究
会
』
は
「
兵
要
地
理
整
備
ヲ
完
全
且
速
急
ニ
促
成
ス
ル
為
メ
戦
争
並
作
戦
地

理
上
直
ニ
寄
与
ス
ベ
キ
部
外
有
能
ノ
士
ヲ
同
志
的
ニ
統
合
シ
其
ノ
斯
界
全
総
力
ヲ
一

元
ニ
結
集
シ
テ
」
本
土
作
戦
に
備
え
る
目
的
を
以
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
、
ド
イ
ツ
の
「
地
政
学
作
業
委
員
会
」（
Ａ
ｆ
Ｇ
）
が
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）

年
六
月
の
ド
イ
ツ
軍
ソ
連
侵
攻
（
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
作
戦
）
以
降
の
混
乱
の
中
で
実
質
的

な
戦
略
構
想
を
放
棄
し
て
消
滅
し
て
い
っ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
作
業
委

員
会
は
、
軍
事
的
戦
略
構
想
を
提
案
す
る
立
場
を
放
棄
し
な
が
ら
も
、
一
九
四
三
（
昭

和
十
八
）
年
ま
で
雑
誌
『
我
々
と
世
界
』（『W

ir und die W
elt

』）
に
補
助
金
を
出
し

な
が
ら
情
宣
組
織
と
し
て
は
存
在
し
た
（
19
）。 

 

『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
の
第
一
次
会
合
は
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
四

月
三
十
日
に
、
市
ヶ
谷
の
参
謀
本
部
第
二
部
（
情
報
）
の
会
議
室
で
、
第
二
部
長
の

有
末
精
三
中
将
の
ほ
か
、
第
四
班
（
総
合
情
勢
判
断
・
地
誌
関
係
）、
第
五
課
（
ソ
連

情
報
）、
第
六
課
（
米
英
情
報
）、
第
七
課
（
支
那
情
報
）
の
課
長
お
よ
び
班
長
、
関
係

部
員
も
参
加
し
、
資
料
一
―
二
の
参
加
者
名
簿
に
も
あ
る
よ
う
に
十
五
名
の
地
理
学

者
が
参
加
し
た
。
唯
一
、
東
洋
史
か
ら
参
加
し
た
和
田
清
（
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
教

授
）
は
、
恐
ら
く
「
中
国
調
査
会
」
と
の
関
係
で
こ
の
研
究
会
に
含
め
ら
れ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
第
一
次
会
合
に
は
、
京
都
帝
国
大
学
の
小
牧
実
繁
［
一
八
九

八
―
一
九
九
〇
］
も
参
加
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
渡
辺
正
氏
の
証
言
に
よ
る
と
、
小

牧
実
繁
は
事
情
で
こ
の
会
合
に
は
参
加
で
き
ず
、
会
議
の
終
了
後
、
渡
辺
正
氏
が
直

接
に
小
牧
に
会
っ
て
、
こ
の
調
査
研
究
会
へ
の
協
力
を
改
め
て
要
請
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
（
20
）。
資
料
一
―
三
「
兵
要
地
理
研
究
課
題
決
定
要
領
」
の
中
に
は
小

牧
実
繁
の
分
担
は
な
い
が
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
八
日
付
の
参
謀
本
部

第
二
部
第
六
課
（
米
英
情
報
）
か
ら
の
謝
金
支
払
の
資
料
で
は
、『
米
英
「
ソ
」
ノ
東
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亜
政
策
ノ
究
明
』
と
『
帝
国
本
土
ニ
於
ケ
ル
要
域
観
察
判
断
』
の
二
つ
の
報
告
書
に

対
し
、
一
、
〇
〇
〇
円
の
謝
礼
金
が
出
さ
れ
て
い
る
。
支
払
先
は
「
小
牧
実
繁
博
士

以
下
七
名
」
と
な
っ
て
い
る
。
渡
辺
正
氏
は
陸
軍
大
学
校
時
代
（
昭
和
十
八
年
、
第

五
十
九
期
生
と
し
て
入
学
、
翌
十
九
年
五
月
卒
業
）
か
ら
小
牧
実
繁
を
知
っ
て
い
た
と

い
う
し
、
数
回
、
直
接
に
小
牧
と
会
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。『
兵
要
地
理
調
査
研

究
会
』
の
第
一
次
会
合
へ
の
参
加
は
渡
辺
正
氏
が
直
接
電
話
で
依
頼
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
（
21
）。
小
牧
実
繁
も
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
十
月
五
日
か
ら
文
部
省

か
ら
の
出
張
に
よ
り
、
約
一
ヶ
月
間
満
州
国
及
中
華
民
国
へ
旅
行
を
し
た
ほ
か
、
昭

和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
十
六
日
ま
で
京
都
帝
国
大
学
の

学
術
調
査
の
た
め
に
、
満
州
、
北
支
、
蒙
彊
地
方
を
旅
行
し
、
那
波
利
貞
［
一
八
九

〇
―
一
九
七
〇
］
も
同
行
し
て
い
た
。
一
方
、
渡
辺
正
氏
も
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）

年
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
（
同
年
五
月
十
二
日
～
九
月
十
五
日
（
停
戦
協
定
））
に
は
歩
兵

第
一
聯
隊
の
中
隊
長
と
し
て
参
戦
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
が
知
り
合
う
の
は
そ

の
後
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
資
料
一
―
四
の
「
謝
礼
金
支
払
相
成
度
件
」
の
文
面

に
み
え
る
「
決
号
作
戦

．
．
．
．
準
備
ノ
為
必
要
ナ
ル
兵
要
地
理
ノ
調
査
研
究
ヲ
在
京
各
専
門

．
．
．
．
．

家．
ニ
依
頼
セ
シ
」（
傍
点
筆
者
）
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
こ
の
「
決
号
作
戦
」
と
い
う

の
は
、
大
陸
指
二
四
三
八
号
に
基
づ
く
「
決
号
作
戦
準
備
要
綱
」
と
呼
ば
れ
た
も
の

で
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
四
月
八
日
に
、
総
軍
司
令
部
設
置
の
際
に
正
式
に

関
係
総
軍
司
令
官
お
よ
び
方
面
軍
司
令
官
に
示
達
さ
れ
た
も
の
で
、「
本
土
作
戦
に
関

す
る
陸
海
軍
中
央
協
定
」
も
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
決
号
作
戦
」
の
地
域
区
分
は
、

北
海
道
・
樺
太
お
よ
び
千
島
列
島
方
面
の
「
決
一
号
」
か
ら
、
以
下
東
北
、
関
東
、

東
海
、
近
畿
―
中
国
お
よ
び
四
国
、
九
州
、
朝
鮮
方
面
ま
で
の
「
決
七
号
」
に
至
る

七
区
分
か
ら
な
り
、
そ
れ
は
新
設
さ
れ
た
第
一
総
軍
司
令
部
（
東
日
本
）、
第
二
総
軍

司
令
部
（
西
日
本
）
の
管
轄
下
に
お
か
れ
て
い
た
（
22
）。
こ
の
決
号
作
戦
は
、
昭
和

二
十
（
一
九
四
五
）
年
四
月
一
日
の
米
軍
の
沖
縄
侵
攻
、
そ
し
て
四
月
五
日
の
日
ソ

中
立
条
約
の
期
限
延
長
拒
否
な
ど
の
状
況
に
直
接
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

沖
縄
か
ら
九
州
上
陸
を
想
定
す
る
「
決
六
号
」（
九
州
方
面
）
と
、
首
都
（
東
京
）
防

衛
を
図
る
た
め
の
「
決
三
号
」（
関
東
方
面
）
の
重
要
度
は
増
す
一
方
、「
日
ソ
中
立

条
約
の
期
限
延
長
拒
否
」
の
事
態
を
め
ぐ
っ
て
ソ
連
の
参
戦
を
前
提
と
し
た
新
た
な

「
大
陸
作
戦
」
の
緊
急
度
も
増
し
て
い
た
。 

 

「
部
外
有
能
ノ
士
ヲ
同
志
的
ニ
統
合
シ
、
其
ノ
斯
界
全
総
力
ヲ
一
元
ニ
結
集
シ
テ
」

と
い
う
文
言
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
日
本
の
地
理
学
界
あ
る
い
は
地
理
学
者
の
総
動

員
体
制
に
沿
っ
た
措
置
と
し
て
、「
在
京
専
門
家
」
に
京
都
帝
国
大
学
の
地
理
学
教
室

の
関
係
者
（
京
都
帝
国
大
学
出
身
の
村
松
繁
樹
が
含
ま
れ
て
い
る
が
）
を
加
え
る
こ
と

で
形
式
的
に
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
る
が
、「
決
号
作
戦
」
と
の
関
係
で
み
れ
ば
、「
在
京

専
門
家
」
が
「
決
三
号
」（
首
都
防
衛
）、
京
都
を
中
心
に
西
日
本
に
分
散
す
る
京
都

帝
国
大
学
地
理
学
教
室
の
出
身
者
が
、「
決
六
号
」（
九
州
上
陸
）
を
中
心
と
す
る
西

 

「
在
京
専
門
家
」
と
い
う
点
か
ら
、
東
京
帝
国
大
学
と
東
京
文
理
科
大
学
の
地
理

学
教
室
を
中
心
と
す
る
地
理
学
者
の
中
に
、
多
田
文
男
を
中
心
と
す
る
中
国
大
陸
で

の
調
査
経
験
の
豊
か
な
東
京
帝
国
大
学
地
理
学
教
室
の
出
身
者
が
選
ば
れ
て
い
る
の

は
、「
本
土
作
戦
」
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ソ
連
の
参
戦
を
前
提
と
し
た
大
陸
作
戦
に

も
対
応
で
き
る
体
制
を
組
む
必
要
が
生
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
本
来

「
在
京
専
門
家
」
と
い
う
条
件
の
下
に
組
織
さ
れ
た
『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
に

京
都
帝
国
大
学
の
小
牧
実
繁
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
参
加
す
る
に
至
っ
た
経
緯

は
何
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
ろ
う
。 
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日
本
の
「
決
号
作
戦
」
を
担
う
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か

し
、
中
国
大
陸
に
お
け
る
永
年
の
歴
史
地
理
学
的
調
査
経
験
に
よ
っ
て
「
大
陸
作
戦
」

の
重
要
な
情
報
源
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
判
断
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
と
考
え

る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

  

４ 

『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
の
役
割
分
担
と
そ
の
背
景 

 

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
四
月
三
十
日
の
「
第
一
次
会
合
」
以
後
、「
第
二
次
会

合
」
は
行
わ
れ
ず
、
五
月
以
降
に
報
告
書
を
作
成
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
も
い

う
べ
き
『
兵
要
地
理
調
査
参
考
諸
元
表
（
其
ノ
一
）』（
昭
和
二
十
年
五
月
大
本
営
陸
軍

部
）（
極
秘
冊
子
）
が
各
委
員
に
配
布
さ
れ
た
と
い
う
（
23
）。
資
料
一
―
二
の
「
兵

要
地
理
研
究
課
題
決
定
要
領
」
を
み
る
と
、「
其
ノ
一
・
本
土
」、（
第
一
「
戦
争
地
誌
」、

第
二
「
戦
地
誌
」）
と
「
其
ノ
二
・
大
陸
」
の
う
ち
、「
大
陸
」
の
部
分
で
、「
東
亜
ニ

於
ケ
ル
米
英
「
ソ
」
関
係
ノ
歴
史
的
並
ニ
地
政
学
的
考
察
」
の
中
に
「
研
究
着
眼
項

目
」
と
し
て
「
特
ニ
「
ソ
」
聯
ノ
東
亜
侵
略
方
面
ノ
諸
般
ノ
見
地
ヨ
リ
ス
ル
考
察
」

が
指
摘
さ
れ
、「
全
員
研
究
課
題
」
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
第
一
次
会

合
」
に
参
加
し
て
い
た
佐
藤
久
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
項
目
は
当
日
追
加
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
。
同
じ
く
資
料
一
―
四
「
謝
礼
金
支
払
相
成
度
件
」
の
中
の
『
完
成

資
料
目
録
』
を
み
る
と
、
こ
の
追
加
項
目
の
部
分
は
『
米
英
「
ソ
」
ノ
東
亜
政
策
ノ

究
明
』
の
報
告
書
と
し
て
「
小
牧
実
繁
博
士
以
下
七
名
」
の
京
都
帝
国
大
学
地
理
学

教
室
関
係
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
昭
和
二
十

（
一
九
四
五
）
年
四
月
五
日
の
日
ソ
中
立
条
約
の
期
限
延
長
拒
否
の
事
態
が
、
本
土

決
戦
と
は
異
な
る
予
想
外
の
も
の
と
し
て
新
た
な
状
況
を
生
み
出
し
、
そ
れ
ゆ
え
に

新
た
な
項
目
と
し
て
追
加
さ
れ
、
そ
れ
が
小
牧
実
繁
以
下
、
京
都
帝
国
大
学
の
地
理

学
教
室
を
中
心
と
す
る
地
政
学
グ
ル
ー
プ
の
支
援
を
必
要
と
し
た
直
接
の
理
由
で
あ

ろ
う
。「
決
六
号
」（
九
州
上
陸
）
を
は
じ
め
と
す
る
西
日
本
に
お
け
る
米
軍
の
上
陸

地
点
の
分
析
に
係
わ
る
と
思
わ
れ
る
『
帝
国
本
土
ニ
於
ケ
ル
要
域
観
察
判
断
』
の
報

告
書
は
、
恐
ら
く
『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
の
メ
ン
バ
ー
で
も
代
替
可
能
な
作
業

で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
、
副
次
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

昭
和
二
十
年
四
月
三
十
日
の
第
一
次
会
合
か
ら
提
出
期
日
の
同
年
五
月
十
三
日

（
午
前
九
時
）
ま
で
二
週
間
の
余
裕
し
か
な
か
っ
た
。
資
料
一
―
四
で
は
「
八
月
中

旬
概
ネ
完
成
シ
」
て
は
い
る
が
、『
完
成
資
料
目
録
』
に
よ
る
限
り
、
辻
村
太
郎
、
花

井
重
次
、
村
松
繁
樹
、
矢
澤
大
二
、
渡
辺
光
、
和
田
清
ら
の
報
告
書
は
完
成
し
て
い

な
い
。
提
出
期
日
の
五
月
十
三
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
か

は
不
明
で
あ
る
が
、佐
藤
久
氏
の
報
告
書
の
手
稿
原
稿
を
拝
見
す
る
と
次
の
よ
う
に
、

地
図
表
現
を
主
体
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
24
）。 

１
．
階
級 

『
飛
行
場
並
ビ
ニ
航
空
基
地
設
定
可
能
地
分
布
（
非
水
田
地
域
）』 

  

丁
（
青
色
）: 

小
型
数
本
以
下
。 

甲
（
赤
色
）: 

大
型
・
小
型
滑
走
路
多
数
設
定
可
能
。 

乙
（
橙
色
）: 

大
型
数
本
又
ハ
小
型
多
数
設
定
可
能
。 

丙
（
緑
色
）: 

大
型
一
本
又
ハ
小
型
数
本
設
定
可
能
。 

（
但
シ
工
事
量
極
小
ナ
ル
如
キ
地
域
ノ
ミ
ヲ
採
集
セ
ル
ヲ
以
テ
相
当
ノ
土

木
工
事
ニ
ヨ
リ
右
階
級
ハ
上
昇
セ
シ
メ
得
ベ
シ
） 
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２
．
地
形
・
地
質 

（
△
）
三
角
州
・
・
・
大
ナ
ル
河
川
ノ
下
流
低
地
帯
ニ
シ
テ
面
積
、
空
域
共
ニ

広
大
ナ
ル
ヲ
常
ト
シ
、
大
航
空
基
地
ノ
設
定
可
能
。
土

質
ハ
粘
土
、
又
ハ
砂
・
粘
土
ノ
混
合
ニ
シ
テ
一
般
ニ
低

湿
ナ
リ
。
地
表
上
大
小
河
川
ノ
分
流
多
キ
ヲ
欠
点
ト
ス
。 

（
○
）
火
山
裾
野
・
・
・
火
山
灰
ヲ
主
ト
ス
ル
緩
傾
斜
地
ト
熔
岩
ヨ
リ
ナ
ル
部

分
ト
ア
リ
。
共
ニ
一
般
ニ
地
質
堅
固
且
ツ
排
水
良
好

（
南
九
州
ニ
於
ケ
ル
熔
岩
台
地
ハ
便
宜
上
、
洪
積
台
地

ニ
含
メ
タ
リ
）。 

（
▽
）
扇
状
地
・
・
・
砂
・
礫
及
ビ
粘
土
ノ
混
合
物
ヨ
リ
ナ
ル
。
地
表
面
ニ
大

小
ノ
河
川
多
キ
欠
点
ア
リ
。
高
乾
地
多
シ
。
一
般
ニ
緩

傾
斜
ヲ
ナ
ス
モ
、
面
積
小
ナ
ル
扇
状
地
ニ
ア
リ
テ
ハ
傾

斜
大
ト
ナ
ル
。 

（
□
）
洪
積
台
地
・
・
・
極
メ
テ
平
坦
、
或
ハ
緩
ナ
ル
波
状
起
伏
地
ヲ
ナ
ス
。 

○ハ
海
岸
段
丘
・
・
・
主
ト
シ
テ
北
海
道
・
東
北
地
方
ニ
広
ク
分
布
ス
。
粘

土
・
砂
ヲ
主
体
ト
ス
ル
モ
ノ
、
砂
・
礫
ヲ
主
ト
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
前
者

ハ
大
雨
後
泥
濘
化
ス
ル
欠
点
ア
リ
。
空
域
ハ
一
般
ニ
大
。 

○ロ
河
岸
段
丘
・
・
・
砂
・
礫
・
粘
土
ヨ
リ
ナ
ル
。
高
乾
地
ナ
ル
コ
ト
多
シ
。

欠
点
ト
シ
テ
ハ
面
積
大
ナ
ラ
ザ
ル
ト
、充
分
ノ
空
域
ヲ
得
難
キ
場
合
ア

リ
。 

○イ
ロ
ー
ム
及
火
山
灰
台
地
・・・
共
ニ
粘
質
ア
ル
火
山
灰
性
土
壌
ニ
シ
テ
、

降
雨
後
泥
濘
化
ス
ル
コ
ト
ア
リ
。
所
謂
「
赤
土
」
ニ
シ
テ
、
関
東
平
野
、

奥
羽
北
部
ニ
主
ト
シ
テ
分
布
ス
。 

 

こ
の
佐
藤
久
氏
に
よ
る
報
告
の
手
稿
の
一
部
を
み
た
だ
け
で
も
、
地
図
上
に
表
記

さ
れ
た
「
飛
行
場
や
航
空
基
地
の
設
定
可
能
地
」
が
一
目
瞭
然
と
わ
か
る
よ
う
に
作

成
さ
れ
て
い
た
と
同
時
に
、
そ
の
対
象
と
し
た
範
囲
が
全
国
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
「
排
水
良
好
」、「
地
質
堅
固
」、「
飛
砂
・
砂
丘
の
障
害
」、

「
降
雨
後
の
泥
濘
化
」、「
空
域
の
広
狭
」
な
ど
の
「
観
察
判
断
」
が
記
号
の
凡
例
と

し
て
簡
明
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
地
図
自
体

が
「
兵
要
地
誌
図
」
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
、
具
体
的
作
戦
に
利
用
さ
れ
る
べ
く
想

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

（
×
）
其
他
各
種 

○イ
沖
積
原
・
・
・
河
川
沿
岸
ノ
低
平
ナ
ル
地
域
ニ
シ
テ
、
砂
又
ハ
粘
土
質
。

低
湿
ナ
ル
コ
ト
三
角
州
ト
略
々
同
様
ナ
リ
。 

○ロ
砂
浜
・
・
・
沿
岸
ノ
砂
地
ニ
シ
テ
飛
砂
、
砂
丘
等
ノ
障
害
ア
ル
コ
ト
多

シ
。
排
水
良
好
。 

  

地
ノ
沖
積
平
野
、
三
角
州
等
ニ
、
甲
・
乙
級
ノ
可
能
地
極
メ
テ
多
数
ア
リ
。 

水
田
地
域
及
ビ
聚
落
密
集
地
ヲ
可
及
的
ニ
除
外
セ
リ
。
此
等
ヲ
モ
包
含
セ
バ
各 

 

関
東
地
方
へ
の
米
軍
の
上
陸
地
点
を
「
相
模
湾
」
と
想
定
し
、
そ
れ
が
米
軍
の
ダ

ウ
ン
フ
ォ
ー
ル
作
戦
の
う
ち
、
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作
戦
（
関
東
上
陸
作
戦
）
の
上
陸
計
画

地
点
と
一
致
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
戦
後
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
「
相
模
湾
」
と
い
う
想
定
の
根
拠
は
、
こ
の
『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
に
お

け
る
調
査
・
分
析
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
、
渡
辺
正
氏
は
証
言
し
て
い
る

（
25
）。
し
か
し
、
戦
後
も
一
九
八
六
年
（
八
月
二
十
六
日
）
に
な
っ
て
参
謀
本
部
第
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こ
の
米
軍
の
「
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ル
（
滅
亡
）
作
戦
」
は
、
日
本
に
お
け
る
「
決
号

作
戦
準
備
要
綱
」（
昭
和
二
十
年
四
月
八
日
）
が
示
達
さ
れ
る
五
日
前
の
四
月
三
日
、

米
軍
前
線
の
各
司
令
官
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作
戦
」（
一
九
四
五
年
十
一
月
一
日
の
九

州
上
陸
作
戦
）
の
準
備
を
指
令
さ
れ
た
時
点
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
五
月
二

十
八
日
に
は
「
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作
戦
」（
一
九
四
六
年
三
月
一
日
の
関
東
上
陸
作
戦
）
が
「
幕

僚
研
究
」
と
し
て
提
出
さ
れ
、「
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ル
作
戦
」
が
最
終
的
に
完
成
す
る
。

こ
の
作
戦
は
、
途
中
の
あ
る
時
点
で
の
ソ
連
の
参
戦
も
予
期
さ
れ
て
い
た
し
、
ま
た

九
州
上
陸
の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作
戦
」
の
別
紙
に
は
「
欺
騙
作
戦
」
と
し
て
の
「
四

国
上
陸
」（
一
九
四
五
年
十
二
月
一
日
）
や
中
国
の
舟
山
列
島
―
上
海
に
対
す
る
作
戦

開
始
（
一
九
四
五
年
十
月
一
日
）
も
含
ま
れ
て
い
た
（
27
）。 

二
部
第
六
課
の
堀
栄
三
少
佐
（
陸
大
四
十
六
期
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
軍
事
史

研
究
者
の
ク
ー
ク
ス
（A. D

. Coox

）
は
、
堀
少
佐
が
す
で
に
昭
和
二
十
年
春
頃
に
は
、

地
形
図
の
分
析
や
沿
岸
水
域
の
観
察
分
析
、
さ
ら
に
積
年
の
軍
人
と
し
て
の
経
験
か

ら
米
軍
の
本
土
上
陸
地
点
を
南
九
州
（
鹿
児
島
）
の
志
布
志
湾
、
四
国
の
高
知
、
そ

し
て
関
東
地
方
の
九
十
九
里
浜
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
米

軍
の
作
戦
が
何
ら
か
の
形
で
事
前
に
漏
洩
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
疑
念

を
以
て
調
査
を
始
め
た
が
、
そ
れ
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
（
26
）。 

 

堀
少
佐
の
証
言
で
は
、
最
終
的
に
米
軍
の
第
一
次
の
上
陸
地
点
を
九
州
の
「
志
布

志
湾
」、
第
二
次
上
陸
地
点
を
関
東
の
「
相
模
湾
」
と
想
定
し
、
四
国
の
高
知
は
可
能

性
が
少
い
と
判
断
し
た
と
い
う
。
ク
ー
ク
ス
は
、
こ
れ
が
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ル
作
戦
計

画
の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作
戦
（
後
に
暗
号
名
が
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ッ
ク
作
戦
に
変
更
）」
の

上
陸
地
点
（
志
布
志
湾
・
有
明
海
）
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
ま
た
関
東
地
方
の
上
陸
作
戦
（「
コ

ロ
ネ
ッ
ト
作
戦
」）
の
上
陸
予
定
地
点
（
相
模
湾
）
も
全
く
同
じ
地
点
が
日
本
側
で
想

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
い
て
い
る
（
28
）。『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
の
調
査
は
、

本
土
決
戦
に
対
応
す
る
全
国
に
わ
た
る
も
の
で
、
必
ず
し
も
「
決
三
号
」（
関
東
方
面
）

に
だ
け
集
中
し
て
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、「
決
六
号
」（
九
州
方
面
）
に
対
応

す
る
九
州
へ
の
上
陸
地
点
の
集
中
的
な
検
討
は
、
史
料
と
し
て
は
残
さ
れ
て
い
な
い

が
、
村
上
次
男
［
一
九
一
一
―
二
〇
〇
二
］
の
証
言
や
回
想
に
よ
る
と
、
小
牧
実
繁
を

中
心
と
す
る
京
都
帝
国
大
学
の
地
理
学
教
室
の
関
係
者
、
と
く
に
『
総
合
地
理
研
究

会
』（
通
称
「
吉
田
の
会
」）
が
行
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
（
29
）。
資
料
一
―
四
の

『
完
成
資
料
目
録
』
の
中
に
「
小
牧
実
繁
博
士
以
下
七
名
」
が
完
成
し
た
『
帝
国
本

土
ニ
於
ケ
ル
要
域
観
察
資
料
』
の
報
告
書
は
、
恐
ら
く
米
軍
の
九
州
上
陸
地
点
を
「
志

布
志
湾
」
と
す
る
判
断
を
含
み
、
ま
た
四
国
の
高
知
も
可
能
性
と
し
て
想
定
す
る
情

報
を
含
ん
で
い
た
と
推
測
で
き
る
。 

 

し
か
し
、『
総
合
地
理
研
究
会
』（
通
称
「
吉
田
の
会
」）
は
参
謀
本
部
第
二
部
を
中

心
と
す
る
『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
と
だ
け
結
び
つ
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
そ
こ
に
は
、「
皇
戦
会
」
を
通
し
て
参
謀
本
部
第
四
部
と
の
深
い
繋
が
り
も
確
認

で
き
る
。 

 
小
牧
実
繁
と
陸
軍
（
参
謀
本
部
）
と
の
関
係
は
、
第
二
部
（
情
報
）
と
結
び
つ
く
以

前
、
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
の
頃
か
ら
、「
皇
戦
会
」
を
通
し
て
第
四
部
（
戦
史

課
お
よ
び
戦
略
戦
術
課
）
と
深
く
結
び
つ
き
、
厖
大
な
資
金
の
供
与
を
受
け
て
い
た
。

恐
ら
く
こ
の
参
謀
本
部
か
ら
の
資
金
の
受
け
皿
が
『
総
合
地
理
研
究
会
』（
通
称
「
吉

田
の
会
」）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
皇
戦
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
ま
た
『
総

  

５ 

小
牧
実
繁
と
「
吉
田
の
会
」 
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昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
十
一
月
二
十
三
日
京
都
市
左
京
区
吉
田
上
大
路
町
の

民
家
（「
吉
田
の
会
」
の
集
会
所
）
で
撮
影
さ
れ
た
「
皇
戦
会
」
の
集
合
写
真
（
浅
井

辰
郎
氏
撮
影
）
を
み
る
と
、
浅
井
得
一
、
三
上
正
利
、
川
上
喜
代
四
の
三
名
を
除
い

た
全
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
参
謀
本
部
か
ら
高
嶋
大
佐
、
間
野
少
佐
も
参
加
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
（
31
）。 

合
地
理
研
究
会
』
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
浅
井
辰
郎
氏
の
証
言
に
よ
る
と
、
こ
の

「
皇
戦
会
」
は
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
の
秋
頃
、
陸
軍
参
謀
の
高
嶋
大
佐
と
間

野
少
佐
の
慫
慂
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
高
嶋
大
佐
と
小
牧
実

繁
の
仲
介
を
し
た
の
が
戦
後
外
務
省
条
約
局
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
る
川
上
健
三
で

あ
っ
た
。
当
初
こ
の
「
皇
戦
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
小
牧
実
繁
以
下
、
別
技
篤
彦

［
一
九
〇
八
―
一
九
九
七
］、
川
上
健
三
、
川
上
喜
代
四
［
一
九
一
六
―
一
九
八
二
］、

松
井
武
敏
［
一
九
一
〇
―
一
九
九
二
］、
室
賀
信
夫
［
一
九
〇
七
―
一
九
八
二
］、
朝
永

陽
二
郎
［
一
九
〇
八
―
一
九
八
七
］、
御
子
柴
幸
一
、
野
間
三
郎
［
一
九
一
二
―
一
九
九

一
］、
三
上
正
利
［
一
九
一
四
―
一
九
八
九
］、
米
倉
二
郎
［
一
九
〇
九
―
二
〇
〇
二
］、

浅
井
得
一
［
一
九
一
三
―
］、
浅
井
辰
郎
［
一
九
一
四
―
］、
柴
田
孝
夫
［
一
九
一
三
―

二
〇
〇
二
］、
内
藤
玄
匡
の
十
四
名
の
京
都
帝
国
大
学
地
理
学
教
室
の
ス
タ
ッ
フ
、
出

身
者
、
院
生
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
（
30
）。
こ
う
し
た
メ
ン
バ
ー
が
世
界
の
各
地

域
を
分
担
し
て
詳
し
い
文
献
研
究
に
着
手
し
た
。
外
国
図
書
も
潤
沢
に
購
入
で
き
る

資
金
が
供
与
さ
れ
、
軍
事
機
密
に
係
わ
る
大
縮
尺
の
地
形
図
類
も
「
皇
戦
会
」
を
通

し
て
参
謀
本
部
か
ら
入
手
で
き
た
と
い
う
。 

 

こ
の
高
嶋
大
佐
と
は
、
陸
軍
士
官
学
校
第
三
十
期
生
で
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）

年
三
月
陸
軍
少
将
と
な
り
、
第
三
軍
参
謀
長
（
三
月
十
一
日
）、
第
十
二
方
面
軍
参
謀

長
（
第
一
総
軍
、
昭
和
二
十
年
三
月
）
を
歴
任
し
た
高
嶋
辰
彦
［
一
八
九
七
―
一
九
七

八
］
で
あ
る
。
彼
は
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
十
月
（
二
十
六
日
）
大
本
営
陸
軍
部

戦
争
指
導
班
（
第
一
班
）
長
を
経
て
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
三
月
九
日
に
は
参

謀
本
部
第
四
部
戦
史
課
長
に
な
る
と
と
も
に
、
同
四
部
戦
略
戦
術
課
長
を
兼
任
し
て

い
る
。
こ
の
第
四
部
に
戦
略
戦
術
課
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）

年
八
月
一
日
で
あ
り
、「
絶
対
国
防
圏
」
が
成
立
し
た
後
の
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）

年
十
月
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
高
嶋
辰
彦
は
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
十
二
月
二

日
ま
で
こ
の
戦
史
課
長
と
戦
略
戦
術
課
長
の
ポ
ス
ト
に
い
た
後
、
台
湾
歩
兵
第
一
聯

隊
長
（
台
湾
軍
、
第
四
十
八
師
団
）
と
し
て
転
出
し
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
三

月
に
第
三
軍
参
謀
長
と
な
る
ま
で
は
、
主
と
し
て
ジ
ャ
ワ
な
ど
に
出
征
し
て
い
る
。

そ
し
て
高
嶋
辰
彦
は
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
五
月
に
「
皇
戦
会
常
務
理
事
」

に
就
任
し
て
い
る
（
32
）。 

 

本
来
、
内
国
戦
史
や
外
国
戦
史
の
調
査
編
纂
を
行
う
参
謀
本
部
第
四
部
（
戦
史
課
）

に
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
八
月
一
日
に
戦
略
戦
術
課
が
設
け
ら
れ
、
戦
略
戦
術

課
長
に
十
川
次
郎
［
一
八
九
〇
―
一
九
六
三
］、
西
原
一
策
［
一
八
九
三
―
一
九
四
五
］、

安
部
孝
一
［
一
八
九
二
―
一
九
七
七
］、
藤
室
良
輔
［
一
八
九
五
―
一
九
四
二
］、
そ
し

て
高
嶋
辰
彦
な
ど
の
陸
軍
士
官
学
校
や
陸
軍
大
学
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
が
補
さ
れ
て
い

る
の
は
、
本
来
陽
の
あ
た
ら
な
い
仕
事
を
す
る
第
四
部
戦
史
課
を
「
隠
れ
蓑
」
に
し

 

小
牧
実
繁
が
こ
の
「
皇
戦
会
」
の
受
け
皿
と
し
て
の
『
総
合
地
理
研
究
会
』（
吉
田

の
会
）
を
設
置
し
た
の
は
、
高
嶋
辰
彦
が
参
謀
本
部
第
四
部
の
戦
史
課
長
兼
戦
略
戦

術
課
長
に
就
任
し
た
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
三
月
九
日
か
ら
、
彼
が
「
皇
戦
会

常
務
理
事
」
に
就
任
す
る
同
年
五
月
の
間
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の

高
嶋
大
佐
の
役
割
に
つ
い
て
、
田
中
宏
巳
氏
（
防
衛
大
学
）
は
筆
者
に
次
の
よ
う
な

こ
と
を
私
信
で
示
唆
さ
れ
た
（
33
）。 
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「
隠
れ
蓑
」
の
当
否
は
別
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
情
報
か
ら
判
断
す
る
限
り
、「
皇

戦
会
」
の
主
要
な
任
務
が
第
四
部
戦
略
戦
術
課
と
結
び
つ
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、『
総
合
地
理
研
究
会
』
で
の
発
表
は
、
印
刷
さ
れ
る
と
「
秘
」
の
印
を
付
さ
れ
て

京
都
帝
国
大
学
の
正
門
近
く
の
吉
田
上
大
路
町
に
借
り
た
民
家
（「
吉
田
の
会
」
の
集

会
所
兼
研
究
室
）
の
書
庫
に
封
印
さ
れ
て
い
た
。
皇
戦
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
が
週
に

一
度
（
木
曜
日
午
後
）、
こ
の
民
家
を
利
用
し
て
作
業
を
し
た
り
、
研
究
発
表
を
す
る

以
外
は
、
メ
ン
バ
ー
以
外
の
者
も
含
め
、
利
用
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
し
、
ま
た
管
理

人
も
お
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
村
上
次
男
が
証
言
す
る
よ
う
に
、
こ
の
「
吉
田
の

会
」
の
二
階
建
て
の
民
家
は
厖
大
な
数
の
図
書
や
地
図
類
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
と

い
う
し
、
大
学
の
地
理
学
教
室
の
図
書
予
算
を
上
ま
わ
る
程
の
「
潤
沢
な
資
金
」
が

「
皇
戦
会
」
を
通
し
て
供
与
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
34
）。
参
謀
本
部
第
四
部
の
戦

略
戦
術
課
が
廃
止
さ
れ
る
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
十
月
以
降
も
、
終
戦
ま
で
こ

う
し
た
多
額
の
資
金
が
「
吉
田
の
会
」
に
供
さ
れ
て
い
た
事
実
を
考
慮
す
る
と
、「
皇

戦
会
」
と
い
う
組
織
を
通
し
て
参
謀
本
部
か
ら
の
資
金
が
『
総
合
地
理
研
究
会
』
に

入
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。 

て
、最
高
度
の
重
要
な
秘
密
作
業
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。本
来
、

戦
略
戦
術
は
第
一
部
の
作
戦
課
が
扱
う
べ
き
枢
要
の
分
野
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
村
上
次
男
の
回
想
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
の
初
め
頃
か

ら
米
軍
の
上
陸
予
想
地
点
と
し
て
九
州
南
部
の
作
戦
図
の
作
成
を
小
牧
実
繁
か
ら
命

じ
ら
れ
、
宮
崎
平
野
か
ら
有
明
海
に
至
る
沿
岸
地
域
の
分
析
を
始
め
て
い
る
（
35
）。

そ
れ
は
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
一
月
二
十
日
の
本
土
決
戦
に
関
す
る
大
本
営
の

作
戦
大
綱
の
決
定
と
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
村
上
次
男
は
作
業

の
結
果
、薩
摩
半
島
の
西
側
、「
吹
上
浜
」を
上
陸
地
点
の
候
補
と
し
て
報
告
し
た
が
、

小
牧
実
繁
や
室
賀
信
夫
、
野
間
三
郎
ら
の
地
理
学
教
室
ス
タ
ッ
フ
の
最
終
的
判
断
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
し
、
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
恐
ら
く
九
州
へ
の
米
軍
の
上

陸
地
点
の
分
析
に
関
す
る
要
請
は
、「
決
号
作
戦
」
以
前
に
、「
皇
戦
会
」
を
通
じ
て

参
謀
本
部
か
ら
の
情
報
を
基
に
開
始
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
二
十
（
一

九
四
五
）
年
四
月
三
十
日
以
降
、『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
に
参
画
し
、
調
査
の
分

担
が
決
め
ら
れ
て
い
く
時
点
で
は
、「
決
号
作
戦
準
備
」
に
基
づ
く
「
決
六
号
」（
九

州
方
面
）
を
中
心
と
す
る
西
日
本
の
上
陸
地
点
の
予
想
と
分
析
の
大
枠
は
、
出
来
あ

が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
提
出
期
日
が
二
週
間
後
の
五
月
十
三
日
で
あ
っ
た
に
も

拘
わ
ら
ず
、『
帝
国
本
土
ニ
於
ケ
ル
要
域
観
察
判
断
』
が
「
完
成
資
料
」
と
し
て
提
出

さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
事
情
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作

戦
」
に
お
け
る
「
志
布
志
湾
」
を
中
心
と
す
る
南
九
州
の
米
軍
上
陸
地
点
、
四
国
の

高
知
を
「
欺
騙
作
戦
」
と
す
る
、
な
ど
の
米
軍
の
本
土
侵
攻
作
戦
の
主
要
な
内
容
と

対
応
す
る
日
本
側
の
情
報
は
、
恐
ら
く
ほ
ぼ
対
応
し
た
形
で
小
牧
実
繁
以
下
七
名
の

報
告
書
に
見
い
出
せ
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
小
牧
実
繁
以
下
七
名
の
「
皇
戦
会
」

の
メ
ン
バ
ー
が
『
総
合
地
理
研
究
会
』
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
得
な

い
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

小
牧
実
繁
は
参
謀
本
部
第
四
部
の
高
嶋
辰
彦
ら
を
介
し
て
、「
皇
戦
会
」
の
資
金
と

情
報
に
沿
っ
た
形
で
、『
総
合
地
理
研
究
会
』
を
立
ち
上
げ
、
日
常
的
な
表
向
き
の
活

動
と
し
て
は
日
本
に
と
っ
て
の
地
政
学
的
視
点
か
ら
『
世
界
地
理
政
治
誌
』
を
編
集

  
６ 

む
す
び
に
か
え
て 

―
『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
と
『
総
合
地
理

研
究
会
』
― 
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こ
の
皇
戦
会
か
ら
の
資
金
供
与
を
背
景
と
し
た
『
総
合
地
理
研
究
会
』（「
吉
田
の

会
」）
は
、
実
質
的
に
六
年
間
存
続
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
会
の
性
格
は
、
い
わ

ば
「
吉
田
地
政
学
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
も
呼
べ
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
に
お

け
る
「
地
政
学
作
業
委
員
会
」（
Ａ
ｆ
Ｇ
）
よ
り
も
、
む
し
ろ
ボ
ー
マ
ン
を
中
心
と
し

て
組
織
化
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
『
調
査
委
員
会
』（The Inquiry

）
の
性
格
と
類
似

す
る
。
い
わ
ば
軍
と
も
大
学
と
も
関
係
し
な
が
ら
も
一
応
独
立
し
た
組
織
と
し
て
機

能
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
公
的
な
部
分
で
は
大
学
や
地
理
学
協
会
と
結
び
つ
い
て

日
常
業
務
を
分
担
す
る
一
方
で
、
戦
時
下
に
あ
っ
て
は
軍
（
参
謀
本
部
）
と
結
び
つ

き
な
が
ら
戦
略
構
想
や
作
戦
行
動
に
参
画
す
る
「
秘
密
作
業
」
も
同
時
に
抱
え
込
ん

で
い
た
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。 

 

表
向
き
の
地
政
学
的
議
論
は
京
都
帝
国
大
学
の
地
理
学
教
室
で
行
わ
れ
た
が
、「
皇

戦
会
」
に
係
わ
る
「
秘
密
の
作
業
」
は
学
外
の
吉
田
上
大
路
の
民
家
で
行
わ
れ
た
。

『
総
合
地
理
研
究
会
』
も
こ
の
民
家
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
報
告
会
に
は
皇
戦
会
の
Ｏ

Ｂ
や
現
役
の
参
謀
も
加
わ
り
、
そ
の
報
告
は
後
に
印
刷
に
付
さ
れ
、「
秘
」
扱
い
で
皇

戦
会
の
メ
ン
バ
ー
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
少
く
と
も
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
七

月
ま
で
に
遡
る
『
報
告
書
』
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
36
）。
こ
う
し
た
報
告
書
は
「
吉

田
の
会
」
の
民
家
に
保
管
さ
れ
、
か
な
り
の
量
に
達
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
民
家

に
保
管
さ
れ
て
い
た
報
告
書
は
戦
後
す
ぐ
に
焼
却
さ
れ
、
そ
の
厖
大
な
蔵
書
も
寄
贈

さ
れ
た
り
、
古
書
店
に
売
却
さ
れ
て
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
。 

す
る
一
方
、
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
に
突
入
す
る
と
中
国
大
陸
や
東
南
ア
ジ
ア
、

さ
ら
に
太
平
洋
諸
島
に
お
け
る
戦
況
に
応
じ
て
、
戦
地
に
お
け
る
兵
要
地
誌
図
の
作

成
、
あ
る
い
は
現
地
の
地
形
・
気
象
・
海
域
状
況
の
判
断
に
基
づ
く
戦
況
の
展
開
の

想
定
な
ど
を
行
う
と
い
う
「
秘
密
作
業
」
の
分
担
も
行
っ
て
い
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、渡
辺
正
氏
が
中
心
と
な
り
参
謀
本
部
第
二
部
を
背
景
と
し
た『
兵

要
地
理
調
査
研
究
会
』は
、わ
ず
か
一
回
の
会
合
を
持
っ
た
組
織
で
あ
り
な
が
ら
も
、

東
京
在
住
の
も
っ
と
も
主
要
な
地
理
学
者
を
結
集
し
た
重
要
な
組
織
で
あ
っ
た
。
し

か
し
会
合
も
参
謀
本
部
で
開
催
さ
れ
、
特
別
の
資
金
の
供
与
が
行
わ
れ
た
と
い
う
よ

り
も
、「
完
成
資
料
」
に
対
す
る
謝
礼
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
シ
ュ
パ

ン
グ
が
京
都
帝
国
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
や
出
身
者
か
ら
な
る
「
吉
田
の
会
」
の
活
動
を

「
地
政
学
的
（geopolitische

）」
企
画
業
務
と
位
置
づ
け
る
立
場
に
な
ら
っ
て
い
う

な
ら
ば
、『
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
』
は
本
土
決
戦
に
向
け
て
の
「
兵
要
地
誌
的
」

（geom
ilitärische

）
企
画
業
務
に
従
事
す
る
「
臨
時
委
員
会
」（ad hoc com

m
ittee

）

そ
の
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
（
37
）。 

 

し
か
し
、『
総
合
地
理
研
究
会
』
が
京
都
帝
国
大
学
の
地
理
学
教
室
の
ス
タ
ッ
フ
や

出
身
者
を
中
心
と
す
る
私
的
な
組
織
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
兵
要
地
理
調
査
研
究

会
』
は
、
一
回
の
み
の
会
合
と
は
い
え
、
東
京
帝
国
大
学
と
東
京
文
理
科
大
学
、
京

都
帝
国
大
学
の
各
地
理
学
教
室
を
中
心
と
し
て
主
任
教
授
と
と
も
に
そ
の
ス
タ
ッ
フ

や
院
生
も
統
合
さ
れ
た
形
で
組
織
化
さ
れ
た
最
初
の
例
で
あ
る
。
い
わ
ば
日
本
の
地

理
学
界
、
あ
る
い
は
地
理
学
者
の
総
動
員
体
制
に
も
近
い
組
織
で
あ
っ
た
と
い
う
意

味
で
、
日
本
の
近
代
の
地
理
学
史
の
上
で
も
特
筆
す
べ
き
研
究
会
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。 

（
謝
辞
） 

貴
重
な
記
録
や
私
信
、
写
真
な
ど
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
浅
井
辰
郎
（
元

お
茶
の
水
女
子
大
学
）、
佐
藤
久
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）、
田
中
宏
巳
（
防
衛
大

学
）
の
各
先
生
に
は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
と
く
に
『
兵
要
地
理
調

査
研
究
会
』
の
委
員
で
も
あ
ら
れ
た
佐
藤
久
先
生
に
は
、
草
稿
を
読
ん
で
い
た
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だ
い
た
上
に
、
数
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
心
か
ら
有
難
く
思
う
。
し

か
し
、
文
中
に
は
、
ま
だ
多
く
の
誤
解
あ
る
い
は
思
い
込
み
も
含
ま
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
最
終
的
な
文
責
は
筆
者
に
あ
る
。 
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